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要　　旨

　セルロースナノファイバー（CNF）は，高強度，低線熱膨脹，持続的再生可能，生分解性など様々な長所を有するこ

とから注目されている。本研究では，アセチル化（Ac）により耐熱性，疎水性，熱可塑性樹脂との相容性が改善された

パルプを合成し，二軸混練押出機を用いてAcパルプと熱可塑性樹脂を複合化した。Acパルプなどの化学変性パルプ

と熱可塑性樹脂を混練中に解繊する手法をパルプ直接混練法と呼び，この手法を用いているのが京都プロセスである。

Acパルプとポリアミド６（PA6）の混練時に，二軸混練押出機の上流から下流までの６か所においてAcパルプ/PA6混

合物を採取し，その分散状態を観察した。上流では直径数十µm以上のAcパルプがそのまま存在したが，材料が下流

に進み，スクリューにより混練されることにより，パルプが解繊されていく様子を確認した。特にニーディングゾーン

（強練スクリューゾーン）通過後には顕著に解繊が進行した。溶融混練により得られたCNF/PA6混合物をインライン

スクリュー型射出成形機により成形加工したところ，ここでも解繊が進むことが確認できた。また得られたCNF/PA6

複合材料の曲げ特性は，カーボンナノチューブ，グラフェン，クレイなどの代表的なナノフィラーとPA6の複合体の文

献値と比較して，遜色ないことが確認できた。
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